361
洞鮮に入る。中はゆるやかなのほり坂になっていた。あとひと息だ。
〓74ヘ
必よだ362
れかし巨大アリも最後の気力をふりしぽって逆襲
●殺虫スプレーがあれば
ければ…314ヘ
314ヘ
363
〓なったら先制攻撃だし歩くキノコに、バットをおもいつきり張りおる
バキッー歩くキノコは、へなへなとカサをたたんで簡車に降し
〓147ヘ
364
のかかがっていたほくは、タコソノモノの右側を見た。あそこから、向
「かれそうだ。っそくみんなに『述げるそ〓あか
「あ、あれは〓」
左上空を指差して、そのままダダーッとダッシュをかけた。まくのあとに中用た
コ・ソ、〓まま夕ーりとダッシュをかけた。ぼくのあとに仲間たちが続く
タコソノモノは、左上に何があるのかと呆然と見上げままくあ

